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令和８年熊本地震
に関するお知らせ
令和８年７月 28 日 16 時 27 分、熊本地方を震源とする、

最大震度７を観測する地震が発生しました。美里町では
震度６強を観測。その後も規模の小さい余震が頻繁に発生し
ており、予断を許さない状況となっています。
　町では、28 日に災害対策本部を設置し、被害状況の確認と
救済対策などを行っています。これに伴い、緊急なお知らせ
がありますので、ご一読・ご周知くださいますようお願い申
し上げます。
　最新情報は町ホームページやライフビジョンで随時発信し
ています。

裏面もご覧ください

■ 持ち込み場所（８月 30 日（日）まで）
　美里町農山村広場（坂貫 759 番地）

■ 受付時間
午前９時～ 11 時 30 分、13 時～ 15 時 30 分

※祝日を含む 火曜～日曜（月曜日のみ休み）

※受付時間以外は対応できません。

■ 持ち込み可能なごみ
家電４品目・可燃ごみ（※生ごみ類厳禁）・畳類・

廃プラスチック・不燃ごみ・スレート等・ガラス・

陶磁器くず・粗大ごみ・木くず・がれき類　など

必ず分別をして持ち込んでください

震災ごみの持ち込みについて

　被災後もご自宅での生活を希望される方を支援
するため、ボランティアの依頼を受け付けます。
　なお、危険を伴う作業や専門的な技術が必要な
作業など、内容によってはご希望に添えない場合
があります。
主なボランティア内容
　○住居内、周りの片付け※地震で散乱したもの
　○家財等の屋外への運び出しおよび運搬　など
お受けできない内容
　×屋根にのぼっての作業等高所作業
　×危険家屋内での作業
ボランティア支援依頼（午前９時～午後４時）

☎０８０－５０６３－９６３４

ボランティアセンターについて

町税の納税猶予について
　地震による被害の状況により、１年以内の期間
について、納税の猶予が認められる場合がありま
す。詳しくは税務課までお尋ねください。

　問合先　税務課 納税係☎４６ー２１１２

災害救助法に基づき、ブルーシートの展張な
ど住宅被害の拡大を防ぐ応急修理を行います。
　以下の要件に該当する方が、制度の対象者です。

・災害により準半壊以上、またはそれに相当する住 
　家被害を受けたこと。そのままでは住むことができ
　ない状態にあること。
※住宅の被害状況写真等に基づき、準半壊以上（相　
　当）か否かの判断を行います。
※対象は「住家」のみです。

※申請者が選定した業者に町が修理を依頼するこ　
とになりますので、修理を始める前に役場福祉課

（☎４７－１１１６（直通））にご相談をお願いし
ます。

住宅の応急修理の前に確認を！

修理費用の補助限度額
５万 6,400 円（消費税込み）まで

１世帯あたり

　町では、以下の場所に給水タンクを配置してい
ます。
給水場所　
　①町営球技場駐車場　
　②西山公民館　
　③下中郡高木地区集落内防火水槽前　
※給水容器を持参のうえ、お越しください。
※水道料・生活排水使用料の減免について検討し　
　ています。

給水について

食料・物資等の配付について
　必要とされる世帯を対象に、食料・物資等の配
付を行っています。
　配付を希望される方は、下記の配付場所までお
越しください。
配布場所　中央庁舎・砥用庁舎
配布時間　８時 30 分～ 17 時 15 分
配布物　　飲料水（ペットボトル）、食料（※必要数）
　　　　　ブルーシート（※１戸につき２枚まで）
　　　　　土嚢袋（※１戸につき 20 枚まで）　
　配付物には限りがあります。多くの方に行き渡
るよう、必要な分のみお受け取りください。

■  人的・家屋被害件数 　【人的】重傷６人・軽傷７人　【家屋】５３４件

町内の被害状況（８月５日現在）

■ 道路被害（通行できない道）
　・町道小筵・第一前田線（小筵橋）
　・町道第二岩野線（鶴木野から岩野へ抜ける道）
　・町道下原・高木線 ( 中蓮寺公園上 )
　・町道岩下線 ( 岩下地区から高木地区に上がる道 )

　・町道二俣線 ( 小筵交差点の青果店から二俣橋までの道 )
　・町道大窪大野原線（砥用トンネル大窪側から西台地へ上がる道）
　※現在のところ復旧の見通しはたっていません。
　※国道 218・445・443 号、県道甲佐小川線は通行できます。

宿泊施設提供について

　避難所での生活が長引く中、心身の負担を軽減
し、安心してお過ごしいただけるよう、ホテル・
旅館への避難をご案内します。
対象者　被災されホテル等への避難を希望する方
避難先　国・県が確保するホテル等
費　用　宿泊費は公費負担です。食費、宿泊税、
　　　　入湯税等は自己負担です。
問合先　福祉課　☎４７ー１１１６

応急仮設住宅について

　被災された方へ生活再建までの間、住まいを提
供する支援を行います。町が用意した応急仮設住
宅か、民間の賃貸住宅に入居できます。
対象者　
○住家が全壊し、自らの資力では応急修理ができ　
　ない方
○二次災害により住家が被害を受けるおそれがあ
　る方
○半壊（中規模半壊・大規模半壊を含む）で住宅
　として再利用できず、やむを得ず解体を行う方
問合先　福祉課　☎４７ー１１１６

入浴支援について（町・県事業）
　町では、今回の地震で被災され、自宅で入浴で
きない町内の方を対象に以下の入浴施設を無料で
開放しています。
■道の駅美里「佐俣の湯」　午前 10 時～ 20 時 30 分
■元気の森かじか　午前９時～ 16 時
■美里町総合体育館　24 時間解放
■砥用 B ＆ G 海洋センター　24 時間解放

　県では、入浴が困難な方へ無料で入浴サービス
を提供する「入浴支援事業」を実施しています。
対象者
○避難所で生活されている方
○自宅の入浴設備が被災するなど、入浴ができない方
利用施設　県の提示する協力公衆浴場
　利用には町が発行する対象者証明書などが必要にな
ります。詳しくは福祉課までお尋ねください。
問合先　福祉課　☎４７ー１１１６

　被災宅地復旧支援事業の事前受付を開始しました。　
　地震により被災した宅地の、法面や擁壁等の復
旧工事費用の一部を支援します。　
　制度の詳細は、後日お知らせします。

問合先　総務課 防災交通係☎４６ー２１１１

被災宅地復旧支援事業 事前受付開始



◇申請場所　中央庁舎　総務課　☎４６－２１１１（代表）

　　　　　　  砥用庁舎　美しい里創生課　☎４７－１１１１（代表）

◇受付時間　 ８時 30 分～ 12 時、13 時～ 17 時

◇手数料         無料
◇申請時に必要なもの（罹災証明・罹災届出証明に共通して必要）

　①罹災証明申請書もしくは罹災届出証明願
　　※役場に備え付けてあります。町 HP からもダウンロード可能です。
　②被害の状況がわかる写真
　　※罹災届出証明については必須となります。
　　※罹災証明については必須ではありませんが、被害認定の参考としたり罹災証明
　　　以外にも利活用できる場合がありますので撮影しておくことをお勧めします。

罹災証明・罹災届出証明の手続き方法

罹災証明・罹災届出証明のＱ＆Ａ
Ｑ . 罹災証明書を複数枚欲しい　　　　　　　　

Ａ .1 世帯につき 1 枚のみの発行となっています。必要

な場合はコピーしてご使用ください。

Ｑ . 証明書はいつ発行できる？　　　　　　　　

Ａ . 罹災証明の場合、現地調査が必要になるため、受
け付けから数か月かかる場合もあります。調査は、倒
壊の危険があるものなど緊急を要するものから優先的
に行います。罹災届出証明の場合は１～２週間程度で郵
送いたします。

Ｑ . 一次調査では何を調査するのか？　　　　　

Ａ . 内閣府が示す基準に基づき一次調査を実施します。

柱の傾斜・屋根・壁・基礎などの被害状況を数値化し総

合的に判断します。

Ｑ . 二次調査はあるのか？　　　　　　　　　　

Ａ . 一次調査による結果を通知後、再度調査依頼があっ

た場合に後日二次調査を行います。二次調査は家屋内

部に立ち入る調査です。

Ｑ . 写真は撮った方がいいの？　　　　　　　

Ａ . 片付けや修理の前に、家の被害状況を写真に撮っ
て保存しておきましょう。罹災証明書を取得する際や
保険請求をする際などに役に立ちます。撮影のポイン
トは、家の外と中の写真を撮ることです。

【屋外の写真の撮り方】
・なるべく４方向から撮りましょう。
 （安全に注意し、無理のない範囲で撮影しましょう。）

・全景写真と被害箇所の「寄り」の写真を両方撮影
しましょう

【屋内の写真の撮り方】
・①と②の両方を撮影しましょう
　①被災した部屋ごとの全景写真
　②被被害箇所の「寄り」の写真

Ｑ . 写真はデータで持ってきても大丈夫？　

Ａ . スマートフォンで撮った写真については、役場で
送信できるよう準備しています。データのままご持参

ください。また、ガラケーやデジカメ等で撮影した場

合も、表示画面を撮影するなどして取得します。

もちろん、プリントアウトした写真でも受付可能です。

　 罹災証明とは

ポイント① ･･･ 住家（建物）被害の証明です。
ポイント② ･･･ 町職員が現地調査に伺います。

　町職員による「家屋被害認定調査」を行い、全壊・
大規模半壊・中規模半壊・半壊・準半壊・準半壊
に至らない（一部損壊）の区分で被害程度を判定し、
証明するものです。
　こちらの証明の場合は現地調査を必要とします
ので、すぐに発行ができません。早めに申請を検
討されることをお勧めします。

最近よく聞く言葉だけど、詳しく知りたい！
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届出証明とは？

地震や台風などの自然災害によって家屋等への
被害を受けた場合、町が、災害の被害に遭わ

れた方の申請によって、お住まいの家屋の被害状
況の調査を行い、その被害状況に応じて、全壊・
大規模半壊・中規模半壊・半壊・準半壊・準半壊
に至らない（一部損壊）の区分で認定し、証明す
るものです。
　こういった場合、町では「罹災証明書」または「罹
災届出証明書」を発行します。なお、火災による
罹災の事実の証明は、宇城広域連合消防本部で実
施しています。

　 罹災届出証明とは

ポイント① ･･･ 住家以外の ( 動産等 ) 被害の証明です。
ポイント② ･･･ 罹災証明書を申請したということ
　　　　　　　を証明するものです。
ポイント③ ･･･ 後日郵送。現地調査は行いません。

　自然災害による物件等の被害について写真など
で確認し、被災者から罹災の届出があったという
ことを証明するものです。そのため、町の職員に
よる「家屋被害認定調査」は行わず、被害程度に
ついても判定しません。
　被害程度の判定を必要としない住宅の被害、動
産 ( 自動車・家財など ) の被害、工作物 ( 物置・塀
など ) の被害等については、この証明書で対応しま
す。

こんな支援を受ける場合、
「罹災証明書」が必要です

◇ 公的支援　　　　 　　　　　　　　　　　
• 被害のあった家屋や土地の固定資産税や国民健康保険　
   税を、一時的に減免または猶予するとき
• 被災者生活再建支援金や義援金の支給を受けるとき
　（被害程度や世帯人数、年収などによって受給額が異なります）
• 仮設住宅や公営住宅への入居を申し出るとき
• 災害復興住宅融資を受けるとき
　（被害程度などにより受けられない場合があります）

◇ 民間支援　　　 　　　　　　　　　　　　
• 金融機関が有利な条件で融資を行う場合があります。
• 私立学校などの授業料減免の可能性があります。
• 災害保険の保険金を受給することができます。
☆地震保険については罹災証明は不要の場合もあります

○家屋被害認定調査（実施中）
　町では家屋の被害認定調査を実施しています。罹
災証明書の申請が出ているところから調査をして
いますので、ご理解の程よろしくお願いします。

○応急危険度判定１次調査（終了）
　熊本県から派遣された応急危険度判定士が、危
険度が高いと思われる家屋を対象に応急危険度判
定の 1 次調査を実施しました。
　なお 2 次調査については、県下の調査件数が多
いため、開始時期は未定となっています。

家屋被害についての調査を実施

家屋被害認定調査と
応急危険度判定の違いとは？

家屋被害認定調査 ･･･ 町職員が住家に対しての被害状
況を調査します。この結果が罹災証明に反映されます。

応急危険度判定 ･･･ 専門の応急危険度判定士が住家を
含める建物全般の判定を行います。応急危険度判定は、
人命にかかわる二次的災害を防止することを目的とし
ています。判定結果は、建築物の見やすい場所に赤・黄・
緑の紙で危険度を表示し、居住者や付近を通行する歩
行者などに対してもその建築物の危険性について情報
提供するために行います。
　罹災証明のための調査や被災建築物の使用の可否を
判定するなどの目的で行うものではありません。

※赤い紙が貼られても、被害が「全壊」とい
う意味ではありません。


